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?．はじめに
高度情報通信社会の進展に伴い、携帯電話やイン
ターネットを利用した情報活用は、生活の中で欠か
せないものとなっている。現代社会では、ほとんど
の人が携帯電話やインターネットを利用できる環境
になっており、小学校 6年で 22.0％、中学校 3年で
54.0％、高校 2年で 93.0％が携帯電話を保有してい
る??。こうした急速な社会の変化により、児童生徒が
情報通信ネットワークの利用によるトラブルや犯罪
に巻き込まれる事例も数多く報告されている??。
携帯電話のインターネット機能が普及し始めてわ
ずか 10年、今日のような現状を想定した教育は行わ
れてこなかった。民間企業によるフィルタリングな
どの閲覧制限サービスなど、新たな対応は始まって
いるが、現状ではそれらの対応は遅れており、児童
生徒にとって非常に危険な状況にあるといっても過
言ではない。
初等教育段階における情報教育は、情報活用能力
の育成を図る観点から、各教科、領域等のすべての
教育活動において実施することとされており、コン
ピュータやインターネットを中心に、授業における
ICT活用が進められている。また、情報活用能力の
育成に当たっては、「情報活用の実践力」、「情報の科
学的な理解」、「情報社会に参画する態度」をバラン
スよく身に付けさせていくこととされている??。
中学校においては、技術・家庭、技術分野の内容
B「情報とコンピュータ」の指導を中核として、これ
らの能力を身に付けさせることとされている。これ
を受けて、各学校では、情報活用の実践力、情報の
科学的な理解について、系統的な指導が実施され、
基礎的・基本的な知識や技術の習得については、成
果が上がっている。また、これまでの情報モラルの
指導では、情報を扱う際のルールやマナー、著作権、
個人情報保護など、情報モラルにかかわる知識・理
解や守る態度の意識を高めることはできている??。
しかし、情報モラルの知識・理解、守る態度の意
識の向上についての指導に伴って、情報を有効に活
用しようとする意識や情報活用への興味・関心が低
下していくことが明らかになっている??。さらに、携
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帯電話やインターネットのネットワーク上での不適
切な書き込み、他人への誹謗中傷、ネットいじめな
どの事例は後を絶たず、身に付けた事項を実践する
態度の育成は十分に図られていない状況である。
そこで、情報活用の意識や興味・関心を高め、実
践する態度を育てる情報モラルの指導方法の在り方
を明らかにするために、これまでの情報モラルの指
導事例を 4つのモデルに分類して比較検討すること
によって、情報モラルの指導に対する知見や指針を
得ることを目的とした。
?．情報モラルの指導モデル
平成 17年から平成 19年までに、群馬県内の中学
校における情報モラルの指導事例のいくつかを取り
上げて、中学生に対して、指導の前後に前報??と同様
に「情報活用に関する意識調査」を実施した。調査
した情報モラルの指導事例を指導方法ごとに表 1の
4つの指導モデルに分類して比較検討していくこと
とする。
一斉指導型モデルは、インターネットの利用場面
やディジタル作品の制作・公開などの学習の際に、
著作権や個人情報の保護などの内容について、教科
書や教師が自作した教材・資料、市販もしくは、イ
ンターネット上の教材や資料などを用いて、一斉的
に行う指導形式である。
疑似体験型モデルは、教師が自作した教材や関係
機関から無償で提供されている教材を利用し、電子
メールや掲示板、Webサイトなどの疑似体験を取り
入れて行う指導形式である。
実体験型モデルは、生徒が実際に情報の収集、処
理、判断、発信などを行いながら、情報モラルの必
要性や情報に対する責任について考えるなど、実際
に情報通信ネットワークを利活用しながら、実践を
通して行う指導形式である。
調査研究型モデルは、情報を扱う際のルールやマ
ナー、著作権や個人情報保護についての調べ学習の
形式で行う指導形式である。
?．指導モデルと生徒の情報活用の意識の変
容
表 1の指導モデルごとの指導事例について、主な
指導内容と生徒の情報活用に関する意識調査結果を
情報活用尺度??で表した意識の変容の様子を以下に
示す。
３．１ 一斉指導型モデル
３．１．１ 指導事例 LE-1
A中学校において、全校生徒（291人）を対象に、
「携帯電話・インターネット利用の現状と課題」に
ついて、外部の講師による講演会を実施した（1時
間）。生徒は、講演を聴いた後、各教室において感想
文を書き、担任教師による補足指導を受けた（40
分）。
講演会ではスライドを提示し、携帯電話・インター
ネット利用の現状と課題について、生徒との対話を
取り入れながら、説明を行っていった。
図 1は、指導の前後に行った「情報活用に関する
意識調査」の結果を示したものである。
情報モラルにかかわる因子 3情報モラルの理解、
因子 4情報モラルを守る態度の変容をみると、指導
後の意識は指導前に比べ高まっていること、また
回答得点は 4.8の高得点を示していることがわか
る。しかし、因子 1情報の有効活用への意欲、因子
5情報活用の興味・関心については、指導前に比べて
落ち込んでいる。これは、講演会の中で取り上げた、
電子掲示板への悪質な投稿などの事例や携帯電話・
インターネット利用による中学生の被害事例などに
より、情報活用の危険性への関心が高まり、使わな
ければ安全だ、というような意識が生じたことによ
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表１ 情報モラルの指導モデル
一斉指導型
モデル（LE)
・教科書や資料を使った教師による教授中
心の指導、外部講師による講演会
疑似体験型
モデル(MO)
・疑似体験教材を使った体験的な活動を取
り入れた指導
実 体 験 型
モデル（EX)
・情報の処理、判断、発信などの実践を通
した指導
調査研究型
モデル（IN)
・資料収集、まとめ、発表など調べ学習を
行わせる指導
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るものと考えられる。
３．１．２ 指導事例 LE-2
B中学校において、配付資料やインターネット上
で公開されている資料などを用いて、社会科、総合
的な学習の時間、道徳、特別活動の中で、系統的に
情報モラルの指導を行った。1年生（33人）の社会
科の地理的分野の調べ学習（2時間）の際に、一斉指
導で、情報の信頼性、出典の明示、引用のルール等
について指導した。
図 2は、指導の前後に行った、「情報活用に関する
意識調査」の結果である。
因子 3情報モラルの理解、因子 4情報モラルを守
る態度の変容は、指導後で高まり、因子 1情報の有
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図１ 指導事例 LE-1における生徒の意識の変容
図２ 指導事例 LE-2における生徒の意識の変容
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効活用への意欲はほとんど変化なく、因子 5情報活
用の興味・関心については向上している。このよう
に、情報活用の有用性を実感できる活動を取り入れ
ることによって、すべての因子で意識が高まったと
考えられる。
３．１．３ 指導事例 LE-3
C中学校 2年生（22人）の学級活動において、教
師が作成した提示教材、配付資料などを用いて、情
報を扱う際のルールやマナー、有害情報への対処な
ど、情報モラルの指導を行った（1時間）。
図 3はその指導の前後に行った、「情報活用に関す
る意識調査」の結果である。
本事例では、迷惑メールやスパムメールなどの例
を提示しながら、実際に受け取ってしまったときの
留意事項や対処法などについて、生徒相互の話し合
いによりまとめ、教師による補足説明などを行った。
情報モラルに関する因子 3理解、因子 4態度の意識
では指導前後で変化がなかった。
一方、通常は、情報モラルの指導を行うと低下し
やすい、因子 1情報活用の意欲、因子 5情報活用の
興味・関心の因子については高まっている。これは、
指導の中で、場面に応じた安全な対処の仕方など、
科学的な説明を徹底したことが効果的であったため
と考えられる。なお、授業の中で生徒に感想を書か
せたところ、教師の説明により、「迷惑メールが怖く
なくなった」、「対処の仕方がわかったのでこれから
は気を付けていきたい」、などの記述が多くみられ
た。
３．２ 疑似体験型モデル
３．２．１ 指導事例MO-1
D中学校 2年生（34人）の技術科の指導において、
教師が作成した疑似体験教材を用いて、電子メール
やインターネット上の有害サイトなどにおける被害
の疑似体験、体験の振り返りや話し合い活動を通し
て、情報モラルの指導を行った（7時間）。
図 4はその指導の前後に行った、「情報活用に関す
る意識調査」の結果である。
本事例は、電子メールや掲示板、フィッシング詐
欺などのプログラムを取り入れた疑似体験教材を使
い、生徒による体験、体験の振り返り、話し合い活
動、教師による補足説明というような指導過程によ
り行われた。
情報モラルにかかわる因子 3理解、因子 4態度の
意識は共に指導の前後で高まっている。また、因子
5興味・関心は指導後に低下しているが、因子 1情報
活用の意欲は指導の前後で変化はない。
図３ 指導事例 LE-3における生徒の意識の変容
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なお、授業後の生徒の感想では、「ウィルス対策な
どにより、被害を防ぐことができる」、「正しく、安
全に利用することで、トラブルに巻き込まれる危険
はない」などの内容がみられた。本事例では、疑似
体験に加え、生徒相互の話し合いや教師の補足説明
を行ったことで、「使わなければ安全だ」という意識
だけでなく、正しく安全な使い方への理解が高まっ
ている点が特徴である。
３．２．２ 指導事例MO-2
E中学校 1年生（100人）の総合的な学習の時間に
おいて、課題追究のための情報活用の基礎的な内容
について指導を行った（4時間）。コンピュータの使
用方法、インターネットでの情報検索の方法などと
ともに、情報活用の際のルールやマナー、情報モラ
ルにかかわる指導を実施した。
図 5はその指導の前後に行った、「情報活用に関す
図４ 指導事例MO-1における生徒の意識の変容
図５ 指導事例MO-2における生徒の意識の変容
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る意識調査」の結果である。
本事例は、指導事例 LE-3と同様に教師が自作し
た、迷惑メールや悪質サイトの疑似体験教材に加え、
ビデオ教材、情報モラルクイズなどを利用して実施
している。教材の特性もあり、指導時数は少ないも
のの、因子 3情報モラルの理解、因子 4モラルの態
度の回答得点が指導後に高くなっている。また、因
子 1意欲に変化はなく、因子 5興味・関心について
は低下している。
３．３ 実体験型モデル
３．３．１ 指導事例 EX-1
F中学校 2年生（113人）の技術科において、職場
体験でお世話になった事業所を PRするポスターを
制作する題材において、情報モラルにかかわる指導
を実施した。生徒は実際に事業所で使用してもらえ
るよう、インターネット上のロゴマークや地図など
のコンテンツを掲載するなど、ポスターの構成や配
置などの構想を練り、作品を仕上げていった。情報
の適切な活用方法、著作権、個人情報保護などの観
点から、作品の見直しを行う際に、グループでの話
し合い活動、教師による補足説明などを取り入れ指
導を進めていった（9時間）。
図 6はその指導の前後に行った、「情報活用に関す
る意識調査」の結果である。
本事例では、情報モラルにかかわる因子 3理解、
因子 4態度、因子 1情報活用の意欲も高い回答得点
で維持されている。また、ポスター制作という実習
を通して実施されているため、因子 2情報活用の知
識・技能の意識が高まっているところが特徴的であ
る。一方、因子 1情報活用の意欲に変化はなく、因
子 5興味・関心の低下はみられる。
３．３．２ 指導事例 EX-2
G中学校 2年（109人）の技術科の情報通信ネット
ワークの指導において、学校紹介ポスターの制作を
行う際に、校内 LAN上に構築したWebサイト教材
を利用して、生徒相互の情報共有・意見交換などの
実体験を通して、情報モラルの指導を進めていった
（10時間）。使用したWebサイト教材は、Netcom-
mons（オープンソース)??を利用して構築した。表 2
に各時の主な指導内容を示す。
図 7はその指導の前後に行った、「情報活用に関す
る意識調査」の結果である。
本事例では、因子 3モラルの理解や因子 4情報モ
ラルを守る態度の意識の高まりが認められ、かつ、
図６ 指導事例 EX-1における生徒の意識の変容
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因子 1情報活用の意欲は高く維持されているという
特徴がみられた。また、因子 5興味・関心の低下は
ほとんどなく、情報モラルの知識・理解、態度、情
報活用の意欲や興味・関心の意識がバランスよく推
移している事例と言える。
この事例において、生徒のWebサイトの掲示板へ
の投稿内容を分析したところ、友達への批判的な投
稿、イタズラや悪質な書き込みなどは、学習が進む
につれて大きく減少していることがわかった。この
ように、Webサイトを利用するという実体験は、生
徒が自ら情報を扱う際のルールやマナーに気付き、
単に知識としてではなく、実践する態度を育ててい
く上で、効果が大きいことがわかる。
３．４ 調査研究型モデル
３．４．１ 指導事例 IN-1
H中学校 2年生技術科（153名）において、著作権
や肖像権、個人情報保護などを含む、情報を扱う際
のルールやマナー、情報モラルについて、インター
ネットや書籍などを用いて、生徒が調査し、まとめ、
発表するという活動を通して、情報モラルの指導を
行った（7時間）。
図 8はその指導の前後に行った、「情報活用に関す
る意識調査」の結果である。
本事例では、因子 3情報モラルの理解の意識が低
下して基礎・基本の徹底に問題が残るものの、これ
以外の 4因子で、回答得点が高くなったところに特
徴がみられる。
図７ 指導事例 EX-2における生徒の意識の変容
表２ 各時の主な指導内容
時 主な指導内容
第 1時 情報通信ネットワークの特徴と利用方法
第 2時 情報通信ネットワークの利点と問題点?
第 3時 応用ソフトウェアの使い方とデータ処理
第 4時 ポスターの構想検討?
第 5時 構想のまとめ・ポスター制作?
第 6，7時 ソフトウェアを活用したポスター制作
第 8時 友達との情報交換による作品修正?
第 9時 作品完成・公開準備
第 10時 学習のまとめ?
＊Webサイト教材を利用した生徒の相互交流を実施
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?．情報活用の意識と態度の向上を図る情報
モラルの指導
４．１ 情報モラルの指導モデルの特徴
各指導事例における生徒の意識の変容からとらえ
た、情報モラルの指導モデルの特徴は、次の表 3よ
うにまとめることができる。
４．２ 指導モデルの比較検討と指導の留意点
今回取り上げた、いずれの情報モラルの指導事例
においても、情報モラルに関する理解や態度につい
ての生徒の意識が高まっていることがわかった。し
かし、多くの指導事例で、情報活用の興味・関心、
活用への意欲の意識が低下する傾向がみられた。さ
らに、科学的な理解を増進する指導などを加えるこ
とによって改善もみられたので、各々の指導モデル
を比較検討し、そこから今後の情報モラルの指導に
ついて考察する。
４．２．１ 一斉指導型モデル
一斉指導型モデルは、内容を焦点化し具体的な事
例を取り上げて説明をすることで、指導事例 LE-1
のように、因子 2情報モラルの理解の回答得点 4.32、
因子 3情報モラルを守る態度 4.63から、ともに 4.80
と高まって、知識・理解面では指導効果が期待でき
る。しかし、事例 LE-2の社会科の地理的分野の指導
の一環として行った実践のように、LE-1の事例に
比べ、情報モラルにかかわる因子 3理解、因子 4守
る態度の意識の数値はあまり高くならないことがあ
る。
場面に応じて科学的な説明を加えるなどしない
図８ 指導事例 IN-1における生徒の意識の変容
表３ 情報モラルの指導モデルの特徴（事例の結果)
一斉指導型
モデル（LE)
・ルールやマナーの指導の徹底ができる
・知識・理解は高まるが、有効活用への意
欲が低下しやすい
・場面に応じた補足説明により、意欲の低
下は防げる
疑似体験型
モデル(MO)
・ルールやマナーの指導が徹底できる
・情報活用への不安を助長してしまう
・生徒相互の話し合いや教師の説明によ
り、意欲の低下は防げる
実 体 験 型
モデル（EX)
・生徒自身がルールやマナーの必要性に気
付くことができる
・情報活用への意欲や発信への興味・関心
が低下しづらい
調査研究型
モデル（IN)
・情報活用への意欲、情報発信の興味・関
心が高まる
・情報モラルを守る態度は高まるが、理解
が低下してしまう
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と、LE-1のように、因子 1情報活用への意欲は 3.94
から 3.66、因子 5情報活用の興味・関心は 2.34から
1.51と、他の事例に比べ回答得点の低下が大きく、
情報活用への意欲や興味・関心が低下してしまう傾
向が強い。そのため、多くの生徒は、インターネッ
ト上の諸問題やトラブルの原因を知り、危険回避へ
の関心が高まり、「使わなければ安全だ」という考え
をもつようになる。つまり、本来、便利で有効な面、
情報活用の光の部分を見失ってしまう恐れがある。
一方、LE-2、LE-3のように、理解や態度の向上
は大きくないものの、因子 1意欲、因子 5興味・関
心の意識は LE-1の事例に比べやや高まることがあ
る。また、LE-3のように、因子 1情報活用への意欲
の指導後の得点は、指導前ですでに高かったにして
も、LE-1、LE-2の場合よりも高くなることから、
具体的に科学的な指導を行なった効果が現れたと考
えられる。
したがって、一斉指導型モデルでは、正しく、安
全な情報活用の在り方を具体的・科学的・適切に、
指導していくことが重要となる。例えば、10代の若
者が、ネットワークを有効に活用して進めているボ
ランティア活動の事例??を紹介するなど、情報活用
の有用性に気付かせるための手だてを工夫していく
ことが考えられる。
４．２．２ 疑似体験型モデル
疑似体験型モデルは、電子メールや掲示板、Web
サイトに潜む危険について、実感を伴う活動を実現
できるので、指導事例MC-1のように、因子 3情報
モラルの理解の回答得点 4.08から 4.24、因子 4情報
モラルを守る態度 4.40から 4.46と、MC-2でも、因
子 3で 4.13から 4.52、因子 4で 4.42から 4.54と、い
ずれも高く推移している。したがって、リアルな体
験を取り入れることは、情報モラルの必要性への意
識を高めるのに有効である。しかし、指導後の得点
は指導事例 LE-1に比べて低い。
一方、一斉指導型モデルと同様に、因子 1意欲、
因子 5興味・関心で、指導事例 LE-1と同様に、得点
の低下が認められるが、指導事例 LE-1に比べて、指
導後の低下が緩やかになっている。このことは、疑
似体験の内容によっては、必要以上に情報活用への
不安を与えてしまうこともあり、情報活用への興
味・関心、意欲の意識の低下を招くことを示してい
る。
疑似体験を取り入れた情報モラルの指導では、体
験の前後において、生徒相互の話し合いや教師の補
足説明を加えるなど適切なフォローをしていくこと
が重要となる。例えば、チェーンメールや不当請求
メール、デマメールなどが送られてくる仕組みを図
解するなどして、詳しく説明するなど、情報通信ネッ
トワークについて科学的な理解を促すことが考えら
れる。
４．２．３ 実体験型モデル
実体験型モデルは、実際にネットワークを活用し、
目的のある情報の送受信を行うので、指導事例EX-
1では、因子 3情報モラルの理解の回答得点 4.33か
ら 4.43と上昇し、因子 4情報モラルを守る態度で変
化はなく、また、EX-2では、因子 3理解で 0.27、因
子 4意欲で 0.14上昇するように、生徒自身が情報活
用のルールやマナーに気付くことができる。
一方、EX-1では、因子 1情報活用への意欲には変
化がなく、因子 5情報活用の興味・関心で 0.26の低
下がみられ、EX-2では、因子 1意欲、因子 5興味・
関心ではほとんど変化がなかった。したがって、疑
似体験と同程度に、情報活用への意欲や興味・関心
が低下しづらく、一斉指導に比べてむしろ高まる傾
向もみられる。情報モラルに関する意識は、他の事
例と同様の指導効果が期待できる。
今回取り上げた事例では、校内のイントラネット
を利用したWebサイト教材を用いて行っており、日
頃からかかわりのある生徒相互の交流にとどまって
いる。今後は、広く、他の学校、異校種間での交流
なども取り入れていくことで、さらに、充実した実
体験となる。例えば、県内の中学生、高校生が安心
して利用できる、ポータルサイトを構築し、インター
ネット教習所的な役割をもたせていくことが考えら
れる。
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４．２．４ 調査研究型モデル
調査研究型モデルでは、必要な情報を自ら探し、
まとめ、発表するという一連の活動を通して、情報
の収集、判断、処理、発信といった、情報活用を実
体験することができる。指導事例 IN-1のように指
導の前後の得点が、因子 1情報活用への意欲で 0.14、
因子 5情報活用の興味・関心で 0.22、因子 4情報モ
ラルを守る態度で 0.23、因子 2知識・技能で 0.23上
昇するので、生徒はこうした活動を通して、情報活
用の良さや有効性に気付き、活用への意欲が高まっ
ていくと考えられる。しかし、情報を収集したり、
処理したりする際に、著作権や肖像権などの決まり
などについて、適切な指導を行わないと、因子 3情
報モラルの理解で 4.50から 4.42と若干低下するよ
うに、情報モラルにかかわる知識・理解、態度が不
十分になってしまうこともある。
生徒主体の調べ学習を行う場合でも、一斉指導的
な場面を設定したり、疑似体験教材を利用したりし
て、情報モラルに関する知識・理解、態度を身に付
けさせていくことが重要である。例えば、インター
ネット上で公開されている情報モラル関連のe-ラー
ニング教材や疑似体験教材??などを活用していくこ
とが考えられる。
?．おわりに
本研究を通して、情報モラルの授業における指導
モデルごとの特徴をとらえることができた。中学生
の情報活用に関する意識の変容の傾向を指導モデル
ごとに検討したところ、いずれの指導モデルにおい
ても、情報モラルに関する意識の高揚には効果がみ
られた。しかし、情報活用の意欲や情報発信の興味・
関心の意識が低下してしまう、情報モラルの理解を
十分に高められないなどの課題がみられる指導事例
もあった。
これらの指導モデルの比較検討から、生徒の意欲
や興味・関心を低下させない情報モラルの指導には、
生徒相互の話し合い活動を取り入れる、教師による
科学的な説明など適切な指導を加える、実体験や調
査研究など情報活用のよさや有用性を実感できる場
を設定するなど、指導の留意点を明らかにすること
ができた。
今後は、本研究で明らかになった各指導モデルの
特徴を踏まえ、よりよい情報モラルの指導の在り方
を具現化していきたい。そして、児童生徒の実態や
発達段階に応じた指導モデル、知識や理解だけでな
く、身に付けた事項を実践できる態度を培い、情報
を適切に活用する意識と態度をバランスよく育てる
ための、より効果的な指導の在り方を明らかにして
いきたい。
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